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令和７年度 第３回仙台市交通政策推進協議会資料



• 本市における課題を整理し、交通政策の目標や基本方針を定めた

• 実施施策の推進体制の構築や実施プログラムの設定、適切なモニタリングに
よる計画・施策の改善を行い、将来目標の達成を目指す

• 令和３年度から１０年間の交通政策（３つの基本方針と２５の施策から構成）

※前期：R3～R7 後期：R8～R12

1

計画の進行管理

【Plan】

本プランの策定

【Do】

施策の実施

【Check】

モニタリング指標による評価

【Action】

内容の見直し

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所

せんだい都市交通プラン（令和３年３月策定）

５．今後の予定
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【方針１】質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

・施策１：持続可能な路線バス・地域交通ネットワークの構築

➢令和４年３月「仙台市地域公共交通計画」策定

公共交通ネットワーク（令和4年3月）

前期の主な取り組み

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【方針１】質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

・施策７：運賃施策等による公共交通利用
の促進

➢通学定期券「せんだいバスＦＲＥＥ＋」

を開始(令和6年10月)

・施策２：バス幹線区間の設定と設定
区間における利便性向上策の実施

➢八木山ラインにおけるダイヤ調整な

ど利便性向上策を実施

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【方針１】質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

・施策10：地域交通による地域が主体となった移動手段の確保・充実

➢導入地区数拡大（令和３年度：４地区 ⇒ 令和６年度：９地区）

： 検討組織設立

みんなでつくろう
地域交通スタート支援事業

みんなで育てる地域交通乗り乗り事業

R7年度

泉西部地区

秋保地区

生出地区

六郷東部地区

田子・余目地区

岡田・鶴巻地区

郡山・八本松地区

R5年度 R6年度地区名

燕沢地区

坪沼地区

～H29年度 H30年度
H31年度・
R1年度

R2年度 R3年度 R4年度

新川地区

運行内容の検討 試験運行等 本格運行

試験運行等 本格運行

課題整理 運行内容

の検討 試験運行等 本格運行

運行内容の検討 試験運行等 本格運行

課題整理

運行内容の検討 試験運行等

課題整理

課題整理

課題整理

運行内容の検討

運行内容の検討

運行内容の検討

課題整理 運行内容の検討

課題整理 運行内容の検討

試験運行

試験運行

試験運行

試験運行

運行内容の検討

課題

整理

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【方針２】賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築

・施策13：定禅寺通活性化事業の推進

➢定禅寺通再整備方針策定、工事着手

・施策15：公共交通を利用した都心の回遊
促進

➢まちのり『チョコット』withラプラスの

運行開始 など

出典：宮城交通HP
©Pokémon. ©Nintendo / Creatures Inc. / GAME FREAK inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

定禅寺通再整備 工事状況

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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せんだい都市交通プランの「交通政策の３つの基本方針」に基づく
各施策の進捗状況や効果を検証・評価するもの
指標は、施策の直接的な効果として把握することを基本とし、
データの取得容易性も考慮して設定

交通政策の３つの方針(「せんだい都市交通プラン」 P.32)

モニタリング指標

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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モニタリング指標全28項目のうち、調査実施済みである22項目について比較

モニタリング指標一覧(「せんだい都市交通プラン」P.80)

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定

方針 指標 望ましい方向 R3とR6比較

・公共交通別（鉄道、バス、地域交通）
 利用者満足度

➕ ➕

・バス幹線区間のバス利用者数 ➕ ➕

・フィーダーバスの利用者数 ➕ ➕

・JR在来線・地下鉄利用者数 ➕ ➕

・路線バスの一便当たり利用者数 ➕ ➕

・パーク＆ライド駐車場利用率 ➕ ➕

・どこバス仙台のアクセス数 ➕ ➕

・キャッシュレス決済乗車券利用率 ➕ 横ばい

・公共交通の利用比率
 （公共交通利用者数/市の昼間人口）

➕ 調査予定

・地域交通の導入地区数 ➕ ➕

・地域交通利用者数 ➕ ➕

方針１ 質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

方針 指標 望ましい方向 R3とR6比較

・都心内歩行者数 ➕ ➕

・定禅寺通・青葉通・宮城野通の歩行者数 ➕ 調査中
・都心内の歩行者の滞在時間 ➕ 調査予定
・都心内の小売業年間商品販売額 ➕ 調査予定
・コミュニティサイクル年間利用回数 ➕ ➕

・路上駐車状況 ➖ 調査中

・新技術を活用した実証実験の実施件数 ➕ ➖
・主要渋滞箇所数 ➖ ➖

・都市計画道路の整備率 ➕ ➕

・都心部の交通量比率
 （現況都心部交通量／H6年度都心部交通量）

➖ 調査中

・仙台駅新幹線利用者数 ➕ ➕

・空港利用者数 ➕ ➕

・高速バスの行先別便数 ➕ ➖

・るーぷる仙台利用者数 ➕ ➕

・市内の交通事故件数 ➖ ➖

・歩道のバリアフリー化率 ➕ ➕

・自転車の事故件数 ➖ ➖

方針２ 賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築

方針３ 多様な都市活動を支える交通政策の推進
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【現状】
鉄道（JR在来線、地下鉄）の利用者数は新型コロナの影響が大きかった

令和３年度以降増加
• JR在来線：コロナ禍前（令和元年度）の水準まで回復
• 地 下 鉄：コロナ禍前を超え、過去最高を記録

鉄道利用者数

JR在来線・地下鉄の利用者数の推移

R1比約102%

R1比約99%

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定

地下鉄駅１ｋｍ圏人口の伸び率



9バス幹線・準幹線区間およびフィーダー区間（地域公共交通計画（R4.3月策定）より抜粋）

公共交通ネットワーク
幹線・準幹線区間：都心アクセス型、仙台駅と郊外部の人口

集中地区とを結ぶ区間
フィーダー区間：鉄道の駅アクセス路線、鉄道駅と郊外部の

人口集中地区とを結ぶ区間

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【現状】
幹線・準幹線区間：令和3年度から継続して回復
フィーダー区間 ：令和3年度以降回復傾向だったものの、令和5年度

から令和6年度にかけては微減
路線バス１便あたりの利用者数はコロナ禍前を超える水準まで増加

路線バス１便あたりの利用者数の推移
バス幹線区間・準幹線区間の利用者数の推移

フィーダーバスの利用者数の推移

路線バス利用者数、路線バス1便あたりの利用者数

R1比約92%

R1比約84%

R1比約104%

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【現状】
便数は減少傾向
令和３年度から令和６年度にかけて、岩手や福島方面などで減便が
見られる

高速バスの行先別便数

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定

高速バスの行先別便数の推移 ・令和６年度の便数内訳
・令和６年度の減便率(令和３年度比）
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公共交通別（鉄道、バス、地域交通）利用者満足度の推移

利用者意見（主なもの）
鉄道：本数が多く、時間に正確
バス：八木山ラインが出来て時刻が分

かりやすくなった

鉄道：時間帯によって運行本数が少な
い

バス：運行本数が少なく、待ち時間が
長い

バス：運行時間が正確でない
バス：時刻表をネットで調べているが、

わかりにくい

満足

不満

不満

不満
不満

満足

公共交通利用者の満足度

全国的に運転士の確保が困難な状況においても、バス利用者数を増加・維持
するためには、効率的なバス路線網の構築やバスの利便性向上、利用を促進す
るための取組みが引続き必要

課題

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定

【現状】
鉄道、地域交通：令和3年度以降おおむね高水準を維持
バス：年度間の差はあるものの、令和3年度から上昇傾向



• 中間年（令和７年度）における計画の進行管理として、施策の進捗状況等を
関係者間で共有し、必要に応じて内容の見直しを行う

• モニタリング指標の22項目中20項目で同等または望ましい方向に推移し
おおむね良好

13

初年度
R3

（2021）

中間年度
R7

（2025）

R13～
実施最終年度

R12
（2030）

Ｒ8～
実施

後期

一部更新

次期プラン

中間フォローアップ

【方向性】

◎将来目標と基本方針は継続

◎関連計画の策定等に伴う施策・取組の一部更新など

例）地域公共交通計画関連施策、バリアフリー関連施策 など

前期

せんだい都市交通プラン（令和３年３月策定）

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定



更新フォローアップ
の視点

せんだい
都市交通プラン
（現プラン）

1.はじめに

2.本市における現状と課題

3.交通の将来目標

4.将来目標の実現に
向けた施策

5.計画の推進について

14

関連計画等の策定や改定、プランの各施策の取組状況等を踏まえ、
「１．はじめに」と「４．将来目標の実現に向けた施策」の一部を更新

関連計画などの
策定等

取り組みの進捗

中間
フォロー
アップ

他の計画等との関わり

・実施施策
・実施プログラム
・モニタリング
指標

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定



【１．はじめに】
➢関連計画の策定・改定状況を踏まえ更新

15

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定



【４．将来目標の実現に向けた施策】
【４－１．実施施策】

16

全25施策のうち、以下の２つの視点から19施策を更新

◆［視点①：取り組みの進捗］
…関係者との連携・協働により取り組みが進捗したもの

 ➢施策７：運賃施策等による公共交通利用の促進
 ➢施策13：賑わいや回遊性の向上に資する道路空間の創出
 ➢施策19：ＭａａＳ導入の検討
 ➢施策20：自動運転等新技術の活用の検討      など

◆［視点②：関連計画などの策定等］
…施策に関連する計画等の策定・改定を反映するもの

 ➢施策１：持続可能な路線バス・地域交通ネットワークの構築
 ➢施策14：都心部における駐車施設の適正な確保    など

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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施策７ 運賃施策等による公共交通利用の促進

進捗した事項
✓学生の移動支援や公共交通の利用促進などを目的に、交通
事業者と連携し、通学定期券「せんだいバスＦＲＥＥ＋」
の利用を開始（令和６年10月）

➢「せんだいバスＦＲＥＥ＋」を施策に追加

◆［視点①：取り組みの進捗］

施策13 賑わいや回遊性の向上に資する道路空間の創出

進捗した事項
✓定禅寺通に関係する町内会や沿道地権者等からなる定禅寺通
活性化検討会が「定禅寺通エリアまちづくりビジョン2030」を
策定（令和４年３月）

✓仙台市が「定禅寺通再整備方針」を策定（令和５年３月）
✓令和７年３月から再整備工事着工

➢施策内容を更新

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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◆［視点①：取り組みの進捗］

施策19 MaaS導入の検討

進捗した事項
✓「仙台MaaS」の運用を開始（令和３年10月）
✓交通事業者や民間企業などが連携して各種企画券を販売

➢取り組みの進捗を踏まえ、施策を「MaaSの推進」とし、

併せて施策内容を更新

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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◆［視点①：取り組みの進捗］

施策20 自動運転等新技術の活用の検討

進捗した事項
✓青葉山エリアにおいて自動運転実証事業に着手（令和６年２月）
✓令和７年度は青葉山エリアを含む全４エリアで実証事業を実施

➢取り組みの進捗を踏まえ、施策を「自動運転等新技術の活用」とし、

併せて施策の考え方と施策内容を更新

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定



◆［視点②：関連計画などの策定等］

20

策定
✓「仙台市地域公共交通計画」策定（令和４年３月）

➢施策の内容を「地域公共交通計画の推進」に更新

施策１ 持続可能な路線バス・地域交通ネットワークの構築

施策14 都心部における駐車施設の適正な確保

改正
✓国の「標準駐車場条例」が令和７年３月に改正

集約駐車場への隔地を推進する考えが盛り込まれた

➢改正を踏まえた今後の取組

予定を施策内容に反映

集約駐車場のイメージ
出典：国土交通省資料

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定
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【４．将来目標の実現に向けた施策】ー【４－３．モニタリング指標】
➢MaaSに関する指標を新規追加

指標 指標選定理由
方針２ 賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築

・都心内歩行者数 ・都心の賑わい状況として、商店街の歩行状況により確認する。
・定禅寺通・青葉通・宮城野通の歩行者数 ・都心内の徒歩による回遊状況を確認する。
・都心内の歩行者の滞在時間 ・都心内の徒歩による回遊状況を確認する。
・都心内の小売業年間商品販売額 ・都心内における生活サービスに関する事業活動の状況を確認する。
・シェアサイクル年間利用回数 ・都心内の移動を担うシェアサイクルの利用状況を確認する。
・デジタルマップの閲覧回数 ・まちの移動を活性化するMaaSの活用状況を確認する。

（1）
賑わいや回遊性の向上に資する
交通環境づくり

方針

指標を
新規追加

１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定

【４．将来目標の実現に向けた施策】ー【４－２．実施プログラム】
➢実施施策の更新内容や事業の進捗を反映



2025年12月

・中間フォローアップ（案）の意見聴取

2026年3月

・中間フォローアップ完了

※協議会の開催時期は現時点の想定

2025年6月

・中間報告（見直しの方向性と具体的な進め方）

本日
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１．進行管理
２．前期の主な取り
組みと進捗状況

３．中間フォロー
アップの概要

４．更新箇所 ５．今後の予定


